
【各校の取組状況の把握について】 

令和６年度 

学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標                学力向上検討委員会構成 

 

                                                                                        

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進                                

（１）知識・技能の習得 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○朝の活動を学力向上のために活用し，
漢字，計算等の基礎的な知識・技能の習
得率は向上してきている。 
●学習したことを日常生活の中で活用でき
ていないため，既習事項を時間が経つと忘
れてしまい，定着が不十分である。 

・漢字，計算等の基礎的な知識・技能の学
年目標習得率を向上することができる。 
・既習事項や問題解決の過程で習得した
語彙や表現方法を用いて，自分の考えや
思いを表現することができる。 
・進んで読書をしたり，調べ学習に図書室
を利用したりすることで，語彙力や問題解
決力をつける。 

・漢字や計算の確認テストを定期的に実施した
り，タブレットのミライシードを活用して反復練習
や遡り学習を行ったりする。また，認知トレーニ
ングを取り入れ，学習の下地づくりを行う。 
・朝活の読書タイムを利用して，学級ごとの図書
室利用を呼びかけることで家庭での週末読書を
推進し，読書の習慣化を図る。 

   

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○ペアやグループなど多様な学習形態で
の伝え合い活動を通して，自分の考えを伝
えようとする意識が育ってきている。 
●必要な情報を選んだり，友達の意見と自
分の意見を比較検討したりして，自分の考
えを再構築させるまでには育っていない。 

・内容を整理しながら文章を読んだり話を
聞いたりして，感想や自分の考えをもつこと
ができる。 
・必要な情報を選んだり，友達の考えを聞
いたりして，自分の考えを広げたり比べたり
して自分なりに表現することができる。 

・メモや付箋，ホワイトボードを活用し，自分の考
えたことを書きとめられるようにする。 
・ペアやグループなど多様な学習形態やタブレッ
トを活用した学習活動を取り入れたり，「なぜ」
「どうして」などの発問を行うことで，自分の考え
を広げたり深めたりできるようにする。 

   

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○提示された課題には真面目に取り組む
ことができる。また，興味をもつ課題に対し
て，主体的に取り組む児童が増えてきた。 
●個人差が大きく，手助けが必要な児童が
多い。また，自分で計画を立てて課題を解
決する力が不十分である。 

・新しいことに興味をもったり，自分の課題
を見つけたりして，主体的に学習に取り組
むことができる。 
・自主学習の内容を自分で決めて，主体的
に取り組むことができる。 

・子供たちが楽しみながら学習できる授業の研
究・実践に取り組む。 
・ヒントカードを活用することで，自ら学習に取り
組むことができるようにする。 
・自主学習の取り組み方を例示することで，主体
的に学習に取り組むことができるようにする。 
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○基礎・基本を身に付け，自己実現をめざす子供の育成 

○主体的に取り組み，豊かに表現する子供の育成 

学力向上推進員 
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管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。 

校長 

令和６年度 学力向上ロードマップ 

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・構
想
立
案 

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
実
行
プ
ラ
ン
作
成 

加茂名小学校 

「学力向上実行プラン」 

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・素
案
の
作
成 

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・構
想
立
案 

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
実
行
プ
ラ
ン
作
成 

学
力
向
上 

検
討
委
員
会 

研
究
テ
ー
マ
に 

沿
っ
た
取
組 

★学力向上実行プラン作成 
 ・校内で共通理解 
 ・学校ＨＰに掲載 

各研究部会研修 

発問・板書・ノート指導 

学習形態の工夫 

授業研究会① 

 

学
校
運
営
協
議
会
・   

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告 

校
内
研
修 

授
業
研
究
会
② 

校
内
研
修 

全国調査 ４／２５実施 

ステップアップテスト４／２５ 

推進員 
研修会 全国調査 

結果公表 

調
査
結
果
の
分
析
・取
組
の
検
証 

確認テスト① 確認テスト 

結果分析 

ステップ 
結果公表 

プ
ラ
ン
の
見
直
し 

授
業
改
善
の
立
案 

確認プリント等を活用した 

複数回のＰＤＣＡサイクルの実践 

分
析
・検
証
結
果
と
し
て
プ
ラ
ン
の
公
表 

学
校
評
価
等
の
デ
ー
タ
に
よ
る
取
組
の
検
証 

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

学
校
運
営
協
議
会
・   

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告 校

内
研
修 

取
組
の
検
証 

授業づくり 
研修会 

校
内
研
修 

ブ
ロ
ッ
ク
人
権
授
業
研
究
会 

次年度に向け
た確認テスト 

確認テスト② 確認テスト 

結果分析 

授
業
研
究
会
③ 

授
業
研
究
会
④
⑤ 

授
業
研
究
会
⑥ 


